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都市の記憶Ⅷ
被爆建造物の保存

～広島の事例、⾧崎との比較

広島諸事・地域再生研究所
石丸紀興
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～2003年（平成15）3月

広島大学工学部建築学科
2003年（平成15）4月～2011年（平成23）3月

広島国際大学工学部
2011年（平成23）６月１日～
㈱広島諸事・地域再生研究所
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担当者 石丸紀興

1７年間 千田町3丁目
20年間 東広島西条
8年間 呉市広町

1966年（昭和41）4月 広島の都市調査、都市総
合計画、地区計画に関わる

1968~9年（昭和43~44年） 広島大学で大学紛争
全国的にも大学紛争、大学の果たしている役割、
都市計画のあり方、特に住民をどうとらえるか浮

上
1971~2年（昭和46~47）広島市周辺部整備基本計
画を住民参加方式で推進、広島市との関係激変
1978年（昭和53）より広島復興計画史の調査開始

1989年（平成1）より被爆建物の本格的調査研究

広島は１９４５年８月６日8時15分に投下され
た一発の原子爆弾で都市は壊滅した
注）被爆者のことはほとんど触れていません

The area around the center of the explosion, ground zero in October, 1945

広島は１９４５年８月６日8時15分に投下され
た一発の原子爆弾で都市は壊滅した
注）被爆者のことはほとんど触れていません
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被爆都市 広島・⾧崎

•１発の原子爆弾 被害の同心円性
•人的、肉体的被害 熱、爆風被害だけでなく、高温熱
線、強烈爆風、放射線被害、残留放射能、世界で初め
ての経験、目に見えない被害構造、治療の模索、健康
であった人の突然の発病・発症 被爆者、後障害によ
る生活難

•建物、都市の被害 ほぼ２ｋｍ圏内焼失、大破・小破
の遠隔化、耐火建築の内部焼失、爆心地付近での構造
的破損、橋梁の落橋・破損被害、その後の台風、洪水
によっても大打撃、電車･バス焼失、水道管破裂等イン
フラ被害

•より普遍的な意味 今後の戦争への警告 核の存在に
よる人類への脅威 ノーモアヒロシマ（ズ）
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Figure  Damaged area of Hiroshima 
by Distance from Ground Zero

被爆50周年を記念して被爆建物に関して詳しい資
料が出版された。以下、この資料と新たな情報を
利用して、広島と⾧崎の被爆構造物・被爆建物の
概要を考察してみよう

長崎国際文化会館企画・森永育男
執筆「長崎被爆50周年事業／被爆
建造物等の記録」（長崎市、1996

被爆建造物調査研究会編「被爆50周年／未来
への記憶／ヒロシマの被爆建造物は語る」
(広島平和記念資料館、1996年3月発行、以下
「広島調査報告」と略称)

現在の名称 被爆時の名称

所在地

（爆心地からの距離）
所有者等 構造

原爆ドーム＜外部リンク

＞
広島県産業奨励館

中区大手町㇐丁目10番(160

m)
広島市 ⾮木造

平和記念公園レストハウス＜外部リンク＞

燃料会館 中区中島町1番1号(170m） 広島市 ⾮木造

広島アンデルセン 帝国銀行広島支店 中区本通7番1号(360m）

(株)アンデルセン

⾮木造

旧日本銀行広島支店 日本銀行広島支店 中区袋町5番21号(380m） 広島市 ⾮木造

本川小学校平和資料館＜外部リンク＞

本川国民学校

中区本川町㇐丁目5番39号(4

10m） 広島市 ⾮木造

袋町小学校平和資料館＜外部リンク＞

袋町国民学校 中区袋町6番36号(460m) 広島市 ⾮木造

本川公衆便所 本川公衆便所 中区土橋町（480m） 広島市 ⾮木造

福屋百貨店 福屋百貨店 中区胡町6番26号(710m） (株)福屋 ⾮木造

中国軍管区司令部跡

（旧防空作戦室)

中国軍管区司令部

（防空作戦室）
中区基町21番(790m) 広島市 ⾮木造

広島市役所旧庁舎資料展

示室＜外部リンク＞ 広島市役所

中区国泰寺町㇐丁目6番34号

(1,020m） 広島市 ⾮木造

NTT十日市ビル1棟

広島中央電話局西分局 中区西十日市町10番15号(1, 080m） 日本電信電話

(株)
⾮木造

広島逓信病院旧外来棟 広島逓信病院外来棟

中区東白島町19番16号(1,3 70m）

広島市 ⾮木造

広島大学旧理学部1号館

広島⽂理科大学（中国地方総監府） 中区東千田町㇐丁目1番(1,4

20m） 広島市 ⾮木造

多聞院・鐘楼 多聞院・鐘楼

南区⽐治山町7番10号(1,75 0m)

多聞院 木造

鶴羽根神社・手水舎 鶴羽根神社・手水舎
東区二葉の里二丁目5番11号

（1,810m）
鶴羽根神社 木造

頼山陽⽂徳殿 頼山陽⽂徳殿

南区⽐治山町7番1号(1,820 m)

広島市 ⾮木造

明泉寺・山門 明泉寺・山門
南区段原二丁目6番3号(1,90 0m)

明泉寺 木造

広島電鉄(株)千田町変電所・事務所 広島電鉄(株)千田町変電所・資材倉庫 中区東千田町二丁目9番29号

(1,920m） 広島電鉄(株) ⾮木造

広島：被爆建造物として建物、橋、樹
木、その他を含める、そして建物とし
て非木造建物、木造建物
⾧崎：被爆建造物等として建築物、工
作物・橋梁、植物を含める

⾧崎では工作物の把握にも重点が置かれて、まさに被爆構造物として多くの事例が対象
に挙げられる
広島では建物の把握が重視されていて、特に被爆前、被爆j時、被爆後の建物の状況把
握に焦点が当てらている
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すなわち⾧崎では建造物として

少しでも被爆の痕跡が残っている構造物に着目
して調査対象（保存対象？）としている

•45か所の建築物に対して58か所の工作物・橋梁が現存
しており、被爆遺跡という観念が強く存在している

•浜口町火の見櫓、浜口町電停石垣、浦上天主堂石垣、
浦上天主堂鐘楼、鎮西公園石碑、常清高等実践女学校
赤レンガ塀、⾧崎医科大学門柱、ベアトス様の墓、山
里国民学校防空壕、瓊浦中学校貯水タンク、山王神社
二の鳥居、東家の墓地、田川家の墓地、三菱兵器大橋
工場標柱、淵神社鳥居・石灯籠、住吉神社鳥居・狛犬、
弁財神社鳥居、金刀比羅神社鳥居、三菱兵器住吉トン
ネル工場、等々

•特に 鳥居10件、石垣3件、門柱3件、橋梁19件

広島における被爆建造物の分布

• セクターによってやや違いがるが、概して爆心地に近ところから集中し
て分布しており、当時の建造物分布がそのまま被爆建造物にはねい押し
ていると思われる。すなわち、リトルボーイ搭載のエノラゲイ号は、最
も効果的な位置に原爆を投下したということができる。爆心地を中心と
して半径５００ｍ、１ｋｍ、２ｋｍ、３ｋｍと最も激烈な熱線、爆風、
放射線を浴びせて、破壊壊滅、粉砕、吹き飛ばしができるように対応し
ている

広島における被爆
建造物の分布図
←（建物・橋）及
び

↓（樹木・その
他）

⾧崎の被災
⾧崎では南北方向に対象物が集中し、かつ３ｋｍ圏から4.5ｋｍ圏にお
いて南東方向に集中しているのである。すなわち、⾧崎の旧市街地は、
焼失を免れていて、重大な被災地域ではなかったのである。これが広
島と決定的な差である。距離的には、重大な被災地域でなかったとは
いえ、プルトニウム原子爆弾の威力はなみはずれたものであり、全壊
全焼約13000戸、大破半焼込みで18000戸、被災者約120000人に達し
た

被爆建造物・被爆建物とは何か
ここでは被爆建物に絞る
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被爆建造物の考察

1949年 広島平和記念都市建設法 制定
1949年 長崎国際文化都市建設法 制定
第一条 この法律は、国際文化の向上を図り、
恒久平和の理想を達成するため、長崎市を国際
文化都市として建設することを目的とする。

被爆建物の意味、
• 被爆したことをその場所と建物で現実として示す、物語る
• そのことによって被害の実態や核の問題への理解や行動へ発想へつなぎ、
深化させる

• 被爆者が語っていたことを、被爆者が次第に姿を消している中で、継承
していくことのできる方法である

• 建物を生かしてさらに使用していくことは、建物の命を⾧期に永らえる
ことで、さらに新たな役割を担うことにつながる（歴史的な建物の保存
と同様）

被爆建物リスト -
広島市公式
ホームページ
(hiroshima.lg.j
p)参照

各種比較・考察
広島
TNT2万ｔ
1320ha
6万7860戸
400万坪

86件

86件／1320ha
110万人

⾧崎
1.3万ｔ
630ha
1万8409戸
117万坪

45件ー16
件＝29件
29件／

630ha
40万5千人

比較項目 広島／⾧崎
原爆の破壊力 0.66（逆数1.5倍）
被災面積 2.09倍
被災戸数 3.68倍
復興計画区域 3.41倍
（当初）

現存被爆建物 2.9倍
（木造を含む）
被災面積(100ha）当たり
被爆建物現存密度 1.41倍
人口（2020年）概数
人口100万人当たり 7.82／7.16

各種比較・考察
広島

１５７件
86件（29件）
48件(10件）
2件（2件）
21件（不明）
不明

86件
30件
56件

⾧崎

67件（45件）
25件（12件）
9件（7件）
2件（0件）

31件（26件）
不明（51件）

29件
11+４=15件

14件

比較項目
１９９５年時調査対
象
全数（当時存在）
RC・ＳＲＣ造
レンガ造

S造
木造

工作物・橋梁

2021年現存全数
非木造
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保存することの難しさ、問題点もある
•建物には寿命があリ、それを永らうさせることは、建物構
造上にも難しい面があり、経費的にも負荷がかかることで
ある

•建物の用途や設備面でも次第に難点が出てくることがあり、
通常は建て替えで解決していることができないとなると所
有者の不満を増幅させる

•さらに改修・保存再生事業となると大きな費用がかさみ、
建物所有者にとって極めて大きな負担となり、容易に理解
が得られない

•一方、困難な中で、驚くような改修・保存再生がなされる
と、驚きや感嘆、称賛でもって迎えられ、人気になること
もある（九州では門司区に集中して存在する）

被爆建物の分類

 被爆時完全崩壊型

 被爆直後取り壊し型

 被爆後補修・短期利用・取り壊し型

 被爆後補修・中期利用・取り壊し型

 被爆後補修・長期利用・取り壊し型

 被爆後補修・長期利用・現存型（全面保
存、部分保存、象徴保存、移転保存、そ
の他）

 例外的に廃墟保存型

1989年時点で作成したリスト

86件／1320ha

28

1989年（平成１）
7月14日付朝日新聞

石丸1

被爆建物の保存を巡る事態の変化
• 様々な事例と様々な考え方がある
• 当初は意識的な保存の事例が少なく、提案すればそれなりのインパクト
があり、説得力があった

• しかしその内、なにもかも保存の対象として訴えることで、目あたりし
さが無くなり、ともすれば飽きられる

• しかし一方で次第に被爆建物が解体され少なくなっていくことで、危機
感も高まる

• 被爆者が少なくことになっていくとから被爆建物の存在価値が高まると
いう側面もあった

• 被爆建物の保存関係費が高騰してきて、保存工事が敬遠されるという側
面もでてきた

1990年８月 広島市が庁内に「被爆建物等
継承方策検討会議」
1991年８月「被爆建物等継承方策検討委員
会」立ち上げ
1992年８月 報告書作成、要綱による保存
継承方策を答申
1993年５月 「広島市被爆建物等保存継承
事業実施要綱」の制定
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保存運動は当初・いや⾧期にわたり困
難を極めた
●市や県の方針と対立したこと
●保存には著しい経費が掛かること
●そのまま維持管理するにしても経費
が掛かるとされたこと
●耐震工事が難しいと考えらたこと
●すでに構想されていた建て替え方針
に合わなかったこと

この画像は表示できません。

増田清経歴pdf.pdf

The Damage of Rein-forced Concrete Buildings

Atomic Bomb Dome in October, 1945
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The Damage of Rein-forced Concrete Buildings in 1945  

The Damage of a Rein-forced Concrete Building , Teikoku Bank in 
October , 1945 

The Damage of a Steel-frame Building, Warehouse of Odamasa 
in October , 1945 

増田清設計：大正屋呉服店

• 基本データ

竣工時 大正屋呉服店
被爆時 燃料会館
現在 広島市ﾚｽﾄﾊｳｽ
爆心地から距離 170m
竣工 1929年3月
鉄筋コンクリート造3FB
１
増田清／清水組
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本川小学校の情報

１９３５年頃の本川小学校玄関付近
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１９４７年１月本川小学校

本川小学校の授業風景 １９４７年
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増田清設計：広島市役所

増田清設計建物 広島市庁舎（昭３）、本川尋常小学校（昭３）、大正
屋呉服店（昭４）、広島県農工銀行（昭６） 呉市立五番町尋常小学
校（大１２）、呉市立中学校（大１３） 大阪市立精華小学校、三木楽
器店、国際劇場等
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増田清
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旧理学部１号館再生利用の
様々な構想・考え方

•自然史博物館（仮称）
•折りヅル保存展示館(仮称）
•修学旅行生宿泊研修センター（仮称）
•広島市博物館 比治山での計画の代替として
•広島文学資料館
•戦時中の外国人留学生の記録・追悼の施設
•等々
•広島大学としての構想あり それは旧理学部１
号館を取り壊して新築する構想

被爆建物保存は簡単ではない

• 所有者の問題

• 費用の問題

• 耐震性の問題

• どのような機能を果たすべき
か

被爆建物の存在はどのような意味を発す
るか

• 被爆した事実・記憶をどう伝える
か

• 被爆の実相をどう伝えるか
• 存在することにとって多くのこと
が伝えられる

• どのような解釈も許容することも
できる

• 歴史的な建物を再生利用する
こと、⾧期的に利用すること
の意味は大きい(ヨーロッパ
はその本拠地）


